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2 月に資料の移動作業を行い、資料の配置場所に下記の変更があります。 

・外書館 1 階(G1)の和雑誌の一部を映像音響館 1 階 (E1)に移動 

・外書館 3 階(G3)の韓国・露雑誌を外書館 2 階 (G2)に移動 

・図書館 1 階(T1)の百科事典 (請求記号 UR)を図書館 3 階(T3)に移動 

※その他にも、細かな配置場所の移動を行いました。 

順次 OPAC の配置コードや館内マップの更新、代本板の設置等を行いますが、お求めの資料が

見つからない場合は、お気軽にカウンターにご相談ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図書館だより 2023 年 3 月 

資料利用係(riyou@nichibun.ac.jp) 

年度更新をお願いします 

年度中に借出されている図書の返却と更新をお願いします。具体的には、みなさまに 3 月中に随時

ご案内いたします。（後日、個別にご案内するまでお待ちください） 
 

 3 月末で日文研を退所なさる方  

4 月以降も日文研に所属するが、身分が変わる方  

→3 月 31 日までにいったんすべての本を返却していただきます。 
 

 4 月以降も日文研に所属して、身分も同じ方  

→貸出中の図書の確認と更新手続きをいたします。 

 

 

 
資料の配置換えについて 

内部向け 

「オンライン版 楠田實資料 第二期」が利用できます 

契約データベースとして新たに「オンライン版  楠田實資料 第二期」が加わりました。日文研 OPAC

横メニューの「契約データベース・電子ジャーナル」ページからご利用ください。（このサービスは日

文研内部専用です）※第一期もご利用いただけます。 

■戦後最長の佐藤栄作政権（1964～1972）を支えた首席秘書官  楠田實が残した 4 千点を超える

未公開官邸資料を収録したコレクション。外交から内政まで第一級の極秘資料で構成される、事実

上の「佐藤栄作文書」。第一期は、「佐藤栄作官邸文書」として、佐藤政権期の官邸資料を中心と

し、第二期は、第一期の追補およびその後の福田政権期から竹下政権期までの資料群を中心に

構成される。 

『毎日グラフ 復刻版』(1954-1957 年)を追加購入しました 
電 
電子ブックプラットフォームの KinoDen で『毎日グラフ 復刻版』(1954 年-1957 年)が追加で利用可

能になりました。これによりオンラインでは 1948 年-1957 年の範囲が閲覧可能です。日文研 OPAC

（もしくは KinoDen）から検索、アクセスいただけます。 

※リモートアクセスも可能です。アクセス方法が不明な場合は、資料利用係までお尋ねください。 

※同時に利用できる人数に制限があるため、利用後は必ず閲覧を終了させてください。 
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